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マスメディアによる生活廃棄物関連環境情報とその有効活用
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目的 近年、環境関連問題における環境報道の質、報道量及び報道体制の適切な対応と

その重要度が、1992年の附・ﾃ・゙ｼﾞｬﾈ佃で開催された「環境と開発に関する匡漣 会議mmﾐ

外）J 以降、地球環境問題のみならず生活都市型環境問題として、生活全般にかかわるも

のと認識されはじめ、益々増してきている。特に今日の環境問題の多くは、多数の77ｸﾀｰ

が複雑に絡み合いながら始動している巨大な経済社会の中で生じており、それらを認識し

理解するためにはよりma な環境に関する惨 報が不可欠である。そこで本研究では、環1竟

関連問題とそれらlこ関する1冑報の伝達の仕■:fiや表現方法等iこついて、どのようなﾒｶﾆ私 に

よるのかを探究するため、ﾏｽﾒ ﾃﾞｨｱから得られる生活廃棄物の回収、処m 等に関する環境情

報問題及びその現状について、調査、分析し、今後の課題についても検討した。

方法1993 年及び1996年における生活廃棄物関連記事を㈱日経 脊夕のNEEDS-IR以外検索

ｼｽﾃﾑにより抽出し、それらを日本電気 株製ｺﾝIfl-ﾀｰPC-9821Xa とﾏｲｸD77ﾄ 社製77ﾄWindo-

ｗsＳ、Access を用いて分析した。

結果 生活廃棄物関連記事の総件数は1993年では763 件、1996年では732 件であり、生

活廃棄物関連の処理過程において、回収、処理、ﾘｻｲｸﾙ 、再生品、情報等11項目に分類さ

れ、1996年にﾏﾃ']7ﾙﾘｻｲｸﾙ、焼却・埋立処理件数は減少し生分解処理件数は増加を示した。
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「持続可能な社会」のための生活指標開発の試み
岐阜大　○大藪　千穂、 杉原　利治

、生活に於けるパラダイム・シフトが謳われ、「持続可能な社会」の構築が緊
課題となってきた。そのためには、生活者が環境醸成的意識を持ち、それにふ
しいライフスタイルを獲得することが必要である。我々は、生活者の側から
続可能な社会」を展望する場合、生活のシステム論的考察が有効であると考え
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タイルを獲得することが必要であ
」を展望する場合、生活のシステ
」の尺度としての生活指標の開発
した「人間社会システム」の理論
し、その尺度である生活指標の開
、個人から地球に至るまでの様々

”-¶－　－　－ ７＝を 持 つ ３ つ の 指 標 群 か ら 構 成

。 第 ２ の 指 標 は シ ス テ ム 間 の

指 標 は 、 シ ス テ ム の 状 態 や 関

を試みた。
I)を用いて、「持続可能な社
発をおこなった。
な規模のシステムを想定して開
される。第１の指標は「システ
m 係を示した「システムの関係
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H2』゙ J l-l   吋●_|　`゙ fgrV /●V f/n/r/4゙ y゙　　　　■/a十y/●/甲/-/-/である。第３の指標は、システムの状態や関係を統括する「システムのコン
ル指標」である。これらの指標は二軸によって整理される。第一軸につい て
テムの成長・発展の段階に応じて維持・防御と発展に２分し、第二軸には５
活領域（労働、消費、教育・文化、福祉、環境）を設定した。個別の指標項
スト、回数、量などの量的側面と、自由度、正確さなどの質的側面を各種の
表した。本研究では特に環境領域に重点を置いて指標の開発をおこなった。
藪千穂・杉原利治、「家政学」から「人間社会システム学」へ、『家政学部
論部会報No. 31』、家政学原論部会、1997 年
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